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２
面　

論
壇
「
コ
ロ
ナ
後
に
起
こ
り
え

る
、
医
療
介
護
の
崩
壊
危
機
」

３
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個
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指
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対
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習
会
案
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医
科
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指
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事
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４
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５
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誰
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Ｄ
Ｘ
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狙
い
・
現
状
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課
題
～
」講
演
録

主な記事

　
学
習
会
は
十
月
七
日
に
二

部
構
成
で
三
時
間
の
プ
ロ
グ

医
療
現
場
、
開
業
医
の
声
を

　
十
月
七
日
、
協
会
は
埼
玉
弁
護
士
会
と
共
催
で
市
民
学
習
会
「
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

た
ら
、
医
療
機
関
も
患
者
も
困
り
ま
す
」
を
開
催
し
た
。
健
康
保
険
証
の
意
義
や
マ
イ

ナ
保
険
証
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
法
的
な
問
題
な
ど
を
多
く
の
市
民
ら
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
保
険
証
存
続
の
取
組
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
極
め
て
低
調
で
九
月
度
に
お
け
る
利
用
率
は
四
・
五

四
％
と
四
月
以
降
五
カ
月
連
続
で
落
ち
続
け
て
い
る
こ
と
が
厚
労
省
か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
政
府
は
信
頼
低
迷
の
な
か
、
し
か
も
総
点
検
期
間
中
に
も
関
わ
ら
ず

既
定
方
針
ど
お
り
粛
々
と
保
険
証
廃
止
に
向
け
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
強
行
中
で
あ
る
。

　
協
会
は
国
会
、
地
方
議
会
に
て
野
党
は
も
ち
ろ
ん
与
党
議
員
に
も
保
険
証
の
存
続
を

訴
え
続
け
て
い
る
。（
関
連
六
面
、
七
面
、
付
録
「
市
民
学
習
会
」
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
）

本
紙
付
録
の
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト

参
照
）

　
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
尾
崎

康
・
埼
玉
弁
護
士
会
会
長
は

「
日
弁
連
で
人
権
擁
護
大
会

が
開
催
さ
れ
『
人
権
と
し
て

の
医
療
ア
ク
セ
ス
が
保
障
さ

れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

決
議
』
と
い
う
も
の
を
昨
日

採
択
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一

体
化
に
大
き
な
不
安
を
抱
く

国
民
・
市
民
も
多
い
こ
と
を

踏
ま
え
、
現
行
の
健
康
保
険

証
を
選
択
す
る
権
利
を
認
め

る
こ
と
と
す
る
要
望
が
盛
り

込
ま
れ
た
」
と
述
べ
た
。

　
第
一
部
で
は
、
保
険
証
廃

止
法
の
問
題
と
し
て
荻
原
博

子
氏
・
経
済
ジ
ャ
ー
リ
ス

ト
、「
医
療
現
場
か
ら
の
報

告
」
と
し
て
竹
田
智
雄
・
保

団
連
副
会
長
、「
保
険
者
で

働
く
労
働
者
の
状
況
報
告
」

と
し
て
竹
嶋
順
二
・
埼
玉
土

テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
お
正
月
」

写
真
や
絵
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
も
募
集
中

締
切　

12
月
４
日
（
月
）
必
着

（
詳
細
10
面
）

ラ
ム
で
開
催
し
た
。
一
部
は

四
人
の
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
報
告
を
行
い
、

二
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
た
。（
詳
細
は

荻
原
博
子
氏
（
経
済

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

竹
田
智
雄

保
団
連
副
会
長

竹
嶋
順
二
　
埼
玉
土
建

一
般
労
組
書
記
局
次
長

瀬
戸
一
哉
　
埼
玉
弁
護
士

会
・
監
視
法
制
対
策
委
員

■日時　11月 22 日（水）
	 20 時〜 22 時
■講師　寺尾正之氏（日本医療総合

研究所）
■申込　協会ホームページから
■方法　ZOOMウェビナーにて
■対象　会員とその家族、スタッフ
　来年秋の保険証廃止やマイナ保険
証の強調、医療機関に対するオンラ
イン資格確認等システムへ参加義務
づけなど、次々と医療界や患者に負
担がもたらされてきているが、これ
らは政府の「医療DX」推進方針に

よる。
　政府の「医療DX」は残念ながら
開業医にとっては利便性より、労力
負担や金銭的負担までが課されかね
ないものとなっている。診療報酬改
定の施行時期が 6月にずれ込むこと
も、医療DXの一環である。
　本学習会では政府が提示している
医療DX」の概要を見て、今後の開
業医医療への影響について考える機
会としたい。（寺尾氏による「誰の
ための医療DXか」4・5面に掲載）

尾崎康 埼玉弁護士会会長 山崎利彦協会理事長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

が
四
月
以
降
は
毎
月
下
降
を

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
、
厚
生

局
や
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
な
ど
マ
イ
ナ
保
険
証

を
推
進
す
る
厚
労
行
政
に
関

わ
る
職
員
で
も
一
割
程
度
し

か
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
は

ナ
保
険
証
を
「
一
度
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
十
月
五
日
に
検
討
。
十

月
下
旬
に
は
「
一
度
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
」
と
す
る
院
内

掲
示
物
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が

本
当
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

会
員
か
ら
は
「
ト
ラ
ブ
ル
が

続
き
、
受
付
で
ス
タ
ッ
フ
の

手
間
が
取
ら
れ
る
マ
イ
ナ
保

険
証
は
医
療
現
場
で
は
利
用

を
避
け
た
い
。
医
療
団
体
が

こ
の
よ
う
な
掲
示
物
を
紹
介

す
る
と
は
残
念
」
と
の
意
見

も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
協
会
で
は
従
前
よ
り
「
保

険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
」
と

表
記
し
た
院
内
掲
示
物
を
会

員
に
無
料
で
提
供
し
て
き
て

い
る
。
引
き
続
き
活
用
を
さ

れ
た
い
（
関
連
七
面
）。

　
十
月
二
十
七
日
の
社
会
保

障
審
議
会
で
厚
労
省
は
九
月

度
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

状
況
を
発
表
。
利
用
率
は
さ

ら
に
下
が
り
四
・
五
四
％
と

な
っ
て
い
る
（
七
面
最
下
段

グ
ラ
フ
）。

　
協
会
理
事
会
は
九
月
二
十

五
日
に
「
理
事
会
声
明
」
を

発
表
し
た
。

　
政
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一

体
化
に
関
す
る
検
討
会
が
八

月
に
発
表
し
た
「
最
終
と
り

ま
と
め
」
の
中
で
示
さ
れ
た

新
た
な
事
項
が
保
険
証
廃
止

法
を
大
幅
に
修
正
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
保
有
す
る
者
全

員
に
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
交
付
の
う
え
、
医
療

機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
と
双
方
を
携

行
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み
な
ら

ず
予
備
的
ツ
ー
ル
を
補
完
す

る
こ
と
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
し
て
い
く
限
り
は
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。

　
政
府
の
最
終
と
り
ま
と
め

が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
は
運
用
が
困
難
で

あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
声
明
で
は
国
会
に

お
い
て
も
、
来
年
秋
か
ら
の

保
険
証
廃
止
を
見
合
わ
せ
る

よ
う
、
早
急
に
審
議
の
う
え

保
険
証
の
存
続
を
求
め
た

（
理
事
会
声
明
の
全
文
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

た
な
い
者
に
は
当
面
の
間

は
、保
険
者
が
自
動
的
に「
資

格
確
認
書
」
を
発
行
す
る
こ

と
も
明
示
し
て
い
る
（
左
図

を
参
照
）。

先
月
号
で
も
報
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
厚

労
省
と
日
本
医
師
会
、
日
本

歯
科
医
師
会
な
ど
は
、
マ
イ

緊急！WEB学習会

ご存じですか？政府の医療DX方針

建
一
般
労
組
書
記
局
次
長
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
法
的
問

題
」
と
し
て
瀬
戸
一
哉
・
埼

玉
弁
護
士
会
監
視
法
制
対
策

委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
お

こ
な
っ
た
（
七
面
に
続
く
）。

廃
止
法
成
立
後
も
政
府
は

方
針
を
大
き
く
軌
道
修
正

弁
護
士
会
と
初
共
催

盛
会
な
市
民
学
習
会

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

９
月
も
低
下

市民各層市民各層にに高高まるまる保険証存続保険証存続のの声声
マ
イ
ナ
保
険
証
の
信
頼
低
迷

政
府
　

新
た
に
資
格
情
報
を
交
付

県内各地より関心の高い市民が参加した


